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西
宮
・
芦
屋
支
部
第
32
回
総
会
記
念
市
民
公
開
企
画

民族楽器バンドゥーラを奏でるナターシャ・グジー氏

医師・市民ら 410 人がナターシャ氏の歌と話に聞きいった

　　　

７
月
21
日
、
西
宮
市
勤
労
会
館
で
第
32
回
支

部
総
会
を
開
催
。
記
念
企
画
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

歌
姫 

ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー 

コ
ン
サ
ー
ト
」

に
は
医
療
関
係
者
・
市
民
ら
４
１
０
人
が
参
加

し
た
。
谷
端
美
香
先
生
（
芦
屋
市
・
高
橋
歯
科

医
院
）
が
司
会
を
務
め
、
大
森
公
一
支
部
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

総
会
議
事
で
は
岩
下
敬
正
世
話
人
が
議
長
を

務
め
、
広
川
恵
一
副
支
部
長
が
活
動
報
告
・
方

針
提
案
を
行
っ
た
。
懇
親
会
で
は
林
田
英
隆
副

支
部
長
の
進
行
で
、
幸
原
久
顧
問
が
乾
杯
し
、

ナ
タ
ー
シ
ャ
氏
や
ス
タ
ッ
フ
ら
と
の
交
流
を
は

か
っ
た
。
司
会
を
務
め
た
谷
端
先
生
の
感
想
文

を
掲
載
す
る
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
の
市
民
公
開
講
演
会
に
は
、

大
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
方
が
来
ら
れ
、

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。
私
は
昨
年
に
引

き
続
き
司
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん
の
歌
は
大
変
素

晴
ら
し
く
、
ま
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
被
曝
さ

れ
た
お
話
に
は
今
回
の
福
島
原
発
事
故
の
こ
と

を
連
想
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
は
来
日
10
年
目
と
い
う
お

話
で
し
た
の
で
、
大
変
日
本
語
が
達
者
で
、
日

本
の
歌
も
大
変
素
晴
ら
し
く
、
特
に
「
秋
桜
（
コ

ス
モ
ス
）
」
で
は
感
涙
し
た
次
第
で
す
。

　

歌
の
合
間
に
、
静
か
に
そ
し
て
凛
と
し
て
語

ら
れ
る
言
葉
に
深
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
27
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
６
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
第
32
回
支
部
総
会
（
７
・
21
）

【
予
定
・
企
画
】

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
（
８
・
４
）

②
被
災
地
医
療
の
現
状
講
演
会
「
地
域
医
療

再
生
／
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
処
方
せ
ん
」

（
８
・
４
）

③
新
規
開
業
医
交
流
会
（
８
・
25
）

④
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
９
・
１
～
２
）

⑤
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
９
・

12
）

⑥M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h

＃
34
（
９
・
21
）

⑦
支
部
懇
親
会

⑧M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h

＃
35

⑨
第
11
回
胸
部
Ｘ
―
Ｐ
読
影
会

⑩
第
29
回
在
宅
医
療
研
究
会

⑪
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
研
究
会

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

歌
と
被
曝
体
験  

深
い
思
い
を
感
じ
た

【日時】　9月21日 ( 金 )14時～ 15時半

【会場】　西宮医療会館１階会議室

【テーマ】　医院・薬局での服薬指導 part2

【講　師】　Com Language School

　　　　　　　 Mr. Robert Conroy
【ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ】　神戸薬科大学非常勤講師

　　　　　　　 西野 かおる　先生
お問合わせは協会事務局 岡林・山田・伊藤まで　Tel:078-393-1803

英語で診療  Medical English #34
　

ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
の
活
動
は
妨
害
を
受
け
る
こ

と
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
今
後
は
福
島
の
こ
と

も
含
め
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
の
歌
と
言
葉
が
広
く

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
ら
と
思

い
ま
し
た
。

　
　

【
芦
屋
市
・
高
橋
歯
科
医
院　

谷
端 

美
香
】

被
災
地
医
療
の
現
状
講
演
会

　

８
月
４
日
、
保
険
医
協
会
で
青
森
県
保
険
医

協
会
会
長
の
大
竹
進
先
生
を
お
呼
び
し
て
被
災

地
医
療
の
現
状
講
演
会
「
地
域
医
療
再
生
／
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
処
方
せ
ん
～
被
災
地
に
集

ま
っ
て
知
恵
を
出
し
合
お
う
～
」
を
開
催
。
広

川
恵
一
副
支
部
長
が
司
会
を
務
め
、
20
人
が
参

加
し
た
。

開
業
医
の
底
力
で
地
域
医
療
再
生
を

　

大
竹
先
生
は
「
ほ
っ
と
一
息
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や
仮
設
住
宅
支
援
な
ど
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者

に
対
す
る
支
援
活
動
に
つ
い
て
多
数
の
写
真
や
記

事
な
ど
と
と
も
に
解
説
。
震
災
か
ら
１
年
以
上
が

経
過
し
、
が
れ
き
撤
去
や
医
療
機
関
再
建
な
ど
は

一
定
進
ん
だ
も
の
の
、
深
刻
な
医
師
不
足
が
今
な

お
続
い
て
い
る
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
地
の
医
療
再
建
の
た
め
、
医
療
・

介
護
の
連
携
、
勤
務
医
の
定
年
延
長
、
医
学
生
へ

の
働
き
か
け
、
院
内
開
業
な
ど
多
様
な
提
言
や
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
、
今
こ
そ

開
業
医
の
底
力
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
訴
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
被
災
地
の
新
た
な
挑
戦
へ
の

エ
ー
ル
と
と
も
に
、
今
後
も
地
域
医
療
再
生
の
た

め
共
に
奮
闘
す
る
決
意
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

被災地の現状を報告する大竹先生



（２）２０１２年９月５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）

　日　時 ：3月 19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

療
養
型
病
院
と
の
地
域
連
携
を
探
る

西
宮
敬
愛
会
病
院
と
の
懇
談
会

西宮敬愛会病院院長の伊藤先生

　

６
月
15
日
に
西
宮
敬
愛
会
病
院
と
の
懇
談
会

を
現
地
で
開
催
し
、
医
師
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
ら
34
人
が
参
加
。
西
宮
敬
愛
会
病
院
院
長
の

伊
藤
芳
久
先
生
と
地
域
連
携
室
主
任
の
竹
村
勇

氏
が
病
院
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
説
明
と
病
院

施
設
見
学
の
案
内
を
行
い
、
広
川
恵
一
副
支
部

長
が
司
会
を
務
め
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
先
生

か
ら
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

西
宮
北
口
駅
の
近
く
で
開
業
し
て
い
る
小
生

に
と
っ
て
、
急
性
期
病
院
の
多
い
中
、
療
養
型

病
院
と
銘
打
っ
て
西
宮
ガ
ー
デ
ン
ズ
南
に
本
年

３
月
１
日
よ
り
開
院
さ
れ
た
西
宮
敬
愛
会
病
院 

と
は
果
た
し
て
い
か
な
る
と
こ
ろ
か
と
興
味
が

あ
り
、
６
月
15
日
の
懇
談
会
に
出
席
し
た
。

　

伊
藤
院
長
の
話
は
午
後
２
時
か
ら
20
分
間
で
、

あ
と
は
病
院
内
を
３
時
ま
で
見
学
し
た
。
敬
愛

会
グ
ル
ー
プ
は
兵
庫
県
下
の
氷
上
に
発
し
、
す

で
に
県
下
で
何
カ
所
か
療
養
型
病
院
を
開
設
し

て
い
る
よ
う
で
、
西
宮
敬
愛
会
病
院
は
全
病
床

２
１
９
床
で
、
内
訳
は
１
８
０
床
の
医
療
療
養

型
病
床
、
さ
ら
に
39
床
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
床
で
あ
り
、
外
来
診
療
は
せ
ず
、
６
月

１
日
よ
り
通
所
リ
ハ
ビ
リ
は
受
け
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　

医
療
療
養
型
病
棟
は
、
病
状
が
安
定
期
に
あ
る

が
引
き
続
き
医
学
管
理
や
看
護
が
必
要
な
方
、
重

度
の
介
護
を
要
す
る
方
に
あ
て
ら
れ
、
医
療
区
分

２
、
３
が
対
象
に
な
る
と
の
こ
と
。
入
院
中
に
急
性

増
悪
し
た
場
合
は
対
応
で
き
な
い
の
で
急
性
期
病

院
に
転
院
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

人
工
透
析
は
入
院
維
持
透
析
の
み
行
い
（
導
入

期
の
シ
ャ
ン
ト
造
設
に
は
対
応
し
な
い
）
、
加
齢
に

よ
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
低
下
で
通
院
が
困
難
に
な
っ
た
人

な
ど
が
対
象
と
の
こ
と
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
は
家
庭
・
社
会
復
帰
、

寝
た
き
り
予
防
を
目
的
に
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を

行
う
病
棟
で
、
急
性
期
病
棟
か
ら
の
受
け
皿
の
よ

う
で
あ
る
。

　

入
院
の
適
否
は
医
療
区
分
×
Ａ
Ｄ
Ｌ
か
ら
考
え

さ
せ
て
も
ら
う
と
の
こ
と
で
、
医
療
区
分
２
以
上

に
限
る
と
の
こ
と
。
入
院
希
望
が
あ
れ
ば
ま
ず
診

療
情
報
書
を
病
院
の
地
域
連
携
室
へ
送
り
、
何
回

か
や
り
取
り
を
し
た
上
で
可
否
が
決
ま
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
（
直
接
患
者
を
病
院
へ
送
っ
て
も
駄

目
）
。

　

急
性
期
病
院
の
受
け
皿
と
し
て
の
申
し
込
み
が

多
い
よ
う
で
あ
り
、
病
診
連
携
の
上
で
の
診
療
所

側
の
メ
リ
ッ
ト
は
今
後
の
成
り
行
き
を
見
な
い
と

即
断
で
き
な
い
と
の
印
象
を
得
た
。

 

　

 

　
　

【
西
宮
市
・
昭
和
内
科
医
院　

谷
本 

透
】

スマートフォン講習会

　

５
月
26
日
に
保
険
医
協
会
で
、
「
国
会
議
員
と

の
懇
談
会
～
第
２
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～
」
を
開
催
。
参
議
院
議
員
で

内
科
医
の
梅
村
聡
先
生
を
講
師
に
、
伊
賀
幹
二

先
生
（
西
宮
市
・
伊
賀
内
科
循
環
器
科
）
の
基

調
報
告
と
司
会
進
行
の
も
と
、
医
師
６
人
が
参

加
し
た
。

　

参
加
者
は
消
費
税
増
税
、
生
活
保
護
、
財
政

の
問
題
や
、
後
発
医
薬
品
、
診
療
報
酬
改
定
の

問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
。
「
診
療
報
酬
改
定
は
３
年
毎
に
す

べ
き
」
、
「
医
療
と
税
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ

き
だ
」
な
ど
、
率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。  

国
会
議
員
と
の
懇
談
会

消
費
税
問
題
な
ど

　
率
直
に
意
見
交
換多岐にわたるテーマで参加者と率直なディスカッションを行う

梅村先生（右）

ユーモアを交え、分かりやすく解説
　８月４日に保険医協会で、「スマートフォン講習会」を開

催。新田誠先生（豊岡市・高橋診療所）が講師、広川恵一副

支部長が司会を務め、医師ら 35 人が参加した。参加者いただ

い た 先 生 か ら の 感 想 文 を 掲 載 す る。　　　　　　　　　　　

iPhone、iPod、iPad を何台も駆使

して活用法を解説する新田先生　

　ひと昔前は携帯の ｢ 電磁波 ｣

が脳腫瘍の原因になるならない

の話がありました。医師として、

｢ 脳腫瘍と電磁波 ｣ というテー

マに興味は持つが、携帯を持ち

たいと思ったことはありません

でした。遥かその昔、ポケベル

が病院・医師間に流行り、行方

不明 ( ？ ) の医師を探す道具と

化したり、会合、会議を抜け出

るために呼び出しを掛けてもら

うなど、都合よく使っていまし

た。さらに遡って、戦後食糧難

の時代、浅い入れ物に薄く広げ

た米粒に混じっている小石を探

し出すため、指で米粒をはねのけ、石を摘み取る大人たちの手の

動きを思い出しました。あの指の動きが、今の世になってあち

こちで見られるようになりました。　　　　　　　　　　　　

　現代版は、仕事やビジネスに役立つ、本が読める、患者への説

明が分かりやすくできる等々、評判は上々です。ポケベルもケー

タイも無縁の私は、とっくに時代の波に乗り遅れ、今さらという

気持ちと、診療に使ってみたいという思いの間で、心が揺れてい

ました。その時、新田先生の講演会のご案内を受け、まずは一歩

を踏み出すことにしました。　　　　　　　　　　　　  　　　

　83 歳になられる先生が、iPhone、iPod、iPad を、日常診療におい

て自在に駆使しておられることに感服いたしました。ハイテク機器

の他、治療検査器具、薬までベルトに装着して、エネルギッシュに

診療されている先生から多くのことを学びました。機器の解説、利

用方法、コストの面までユーモアを交えての分かりやすいお話が、私

の背中を押してくださいました。先生のご講演を機に、一日も早く覚

えて慣れて、日常診療に生かしたいと決意した次第です。　　　　

　　　　　　　　　　【西宮市・李内科アレルギー科  李 英吉】                


